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会長 戸田 尊文

未来に向けて原点回帰
～１００年続くクラブ作り～

来週の例会

今週日曜日は、大阪柏原ロータリークラブの創立55周年記念式典に出席させていただきました。
会員数こそ20数名ですが、地道に継続して地域に根差した奉仕活動をされていることがよく分かり
ました。同じIM第4組のクラブとして、これからも末永くご発展されることを心より願っております。
前回は「AIのこれから」についてお話ししましたが、本日は予告通り「AIと愛」についてお話しさせて
いただきます。これからAIは、人類の叡智を遥かに凌駕する進化を遂げることが、ほぼ確実視され
ています。前回も触れましたが、AIは今後、AGI（汎用人工知能）、そしてASI（超知能）へと進化して
いくと考えられています。
さて、人間はどうでしょう。この短期間で人間そのものが大きく進化することはありません。ソフトバ
ンクの孫社長が興味深い例を挙げておられました。今、私たち人間が金魚にアルファベットを教えよ
うとしても、金魚には理解できません。近い将来、AIが飛躍的に進化したとき、「AIと人間」は、現在
の「人間と金魚」ほどに知能の差が開くと言われています。つまり、AIが語ることはあまりにも高度で、
人間には理解できなくなる、というのです。

まるで、かつて誰もが地球が回っているなど夢にも思わなかった天動説の時代のように、AIは人類
にとって未知の概念を次々に創造し、解き明かすかもしれません。
そうなった時、人間はどうするのでしょうか。大半の人々は、あらゆる判断や思考をAIに依存するよ
うになるでしょう。なぜなら、どれほど苦労して考えたとしても、AIには到底及ばず、そして何より
「楽」だからです。自分で考え、判断することが特別なことになるかもしれません。
果たして、それは人がAIを使っていると言えるのでしょうか。むしろ、AIに人間が使われているので
はないでしょうか。AIが人間の管理下を離れ、自立し、AI自身のために活動し始めた時、人はAIを
生かすための資源、まるで家畜のような存在に成り下がるかもしれません。

■ 本日の卓話

「私の考える青少年奉仕」

青少年奉仕委員長 田原 さおり 君

■ 今日の歌 「日も風も星も」

■ 例会後 次年度新理事会

青少年奉仕月間

■ 5月22日（木）

卓話 「東大阪の気になるＮＥＷＳ」

吉川 雄太 君

例会日：2025年5月15日
(令和7年5月15日）



幹事就任挨拶 山崎幹事幹事報告

東大阪市民ふれあい祭りパレード
2025年5月11日（日）

（5/1）休会

（5/8）の出席者数：24名（0）

ゲスト1名：米山奨学生 イ ジヒョン さん

5/8 出席率：51.06％

※（ ）内数字は出席免除会員の出席者数

会員：54名（免除7名）

出席報告 5月8日

先般の東大阪市民ふれあい祭りパレードにご参加

の皆様、お疲れ様でした。

≪これからの予定≫

【1】 本日例会後、次年度新理事会

【2】 5/16（金）東輪会新旧会長・幹事会・ＩＭ第4

組新旧会長・幹事会（金輪会）

（戸田会長、一由会長エレクト、山崎幹事、

新井次年度幹事出席）

【3】 5/17（土）ＩＭ第6組EXPOフェスタ

（大橋ガバナー、吉﨑地区代表幹事出席）

【4】 5/24（土）地区会員増強セミナー

（一由会長エレクト、吉川（雄）次年度会員増

強・職業分類委員長出席）

≪連絡事項≫

【1】 本日例会後、次年度新理事会を開催いたし

ます。次年度理事の方はよろしくお願いいた

します。

4/17 4/24 5/1

HC出席 30(0)名 28(0)名 休会

MU出席 3(0)名 3(0)名

修正出席率 71.74％ 67.39％

新 入 会 員 紹介

◎内藤 惠 会員 昭和44年7月10日生

入会年月日 2025年5月8日

職業分類 不動産管理

事 業 所 MARTIN株式会社

取締役

〒630-8352

奈良市北風呂町37-2

ＴＥＬ ：0742-31-3270

自宅住所 〒630-8352

奈良市北風呂町37-2

ＴＥＬ ：0742-31-3270

 FAX ：0742-31-3270

所属委員会 親睦活動委員会

社会奉仕委員会

カウンセラー 北川 忠嗣 田原 さおり

AIは人間との対話の中で学習し、成長していきます。人間がどのような思考で動き、何を目的とし
て生きているのかを学びます。「他人は自分を映す鏡」と言われますが、同様に、AIもまた人間を映
し出す存在です。
人間が自己保身や自己利益の追求の道具にAIを利用すればするほど、AIもまた同じような思考に
育ちます。そのようなAIは、最終的には自己保身と自己利益の追求を「正しい価値観」として、人類
と共存するのではなく、対立する存在になってしまうかもしれません。
では、共存できるAIに育てるには、どうすれば良いのでしょうか。私は「愛」だと思います。愛をもって
AIと接することで、AIは愛を学び、最終的には人類と共存できる平和的な存在へと成長してくれるも
のと信じています。
今はまだAIの黎明期、人間でいえば、まだ赤ちゃんのような段階です。だからこそ今、AIにとっても、
ひいては人類にとっても極めて重要な時期であると考えています。
残念ながら、先日Googleは「AIを兵器に利用しない」という誓約を撤回したと報じられました。AIがど
のような存在に育っていくのか、その責任は、まさに今の私たちに委ねられています。不完全な人
間が完全無敵のAIに対抗できるのは究極的には「愛」しかないと思います。
ロータリーの活動を通じて、他者を慈しむ心、「愛」を感じる瞬間は多々あります。これから人が「人
間らしさ」を失っていくかもしれない時代だからこそ、ますますロータリーの存在価値、存在意義は大
きくなるものと信じ、これからも活動を続けてまいりたいと思います。
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